
 

1 / 2 

第１６回 原子力建築運営委員会 議事メモ 

 

日 時：2013 年 12 月 26 日（木） 15:00～16:30 

場 所：日本建築学会 305 会議室 

出席者：北山（主査：首都大）、中川（幹事：中電)、 

（敬称略）瀧口（東工大）、橘高（首都大）、前田（東北大）、 

    菊地（東電）、伏見（関電）、梅木（中電）、川里（原電)、 

    今塚（大林）、兼近（鹿島）、三浦（清水) 【下線＿_は欠席者】 

(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ)諏訪、大河内（中電)、小野（大成)、神地（竹中)、辻（原安進) 

資 料：16-1 第１５回 原子力建築運営委員会 議事メモ（案） 

16-2-1 原子力建築運営委員会ほか委員名簿（案） 

16-2-2 原子力関連学協会規格類協議会 開催実績 

16-3-1 2014 年度 委員会活動計画案 

16-3-2 2014 年度の原子力建築運営委員会の検討体制 

16-4-1 2013 年度 耐震構造評価小委員会 年間スケジュール（案） 

16-4-2 2013 年度 原子力建築物維持管理小委員会 年間スケジュール（案） 

16-5-1 2014 年度大会パネルディスカッション企画書 

16-5-2 2014 年度大会 PD 作業スケジュール（案） 

16-6 事務局連絡メモ 

 

議 事： 

第１６回の原子力建築運営委員会として、本年度の活動状況について確認するととも

に、各小委員会の活動状況について報告を受け、来年度の活動体制・活動計画、2014 年

度大会パネルディスカッションなど、今後の進め方について議論を行った。 

 

主な議事を以下に示す。 

 

〔前回議事録について〕 

◆ 中川幹事より、前回議事録について説明があり、コメント等はなく了承された。 

 

〔原子力建築運営委員会の本年度の活動について〕 

◆ 中川幹事より、2013 年度の原子力建築運営委員会の委員名簿について説明があり、

耐震構造評価小委員会の委員をご辞退された小林氏（JNES）は、今後オブザーバ

ーとして参加されるとの紹介があった。 

 

〔三学協会連絡会の状況について〕 

◆ 中川幹事より、原子力関連学協会規格類協議会の開催実績および次回の予定につ

いて説明があり、9/9 に開催された第 34 回原子力関連学協会規格類協議会議事録

の内容が紹介された。 

 

〔来年度の活動計画について【報告】〕 

◆ 中川幹事より、2014 年度の原子力建築運営委員会、耐震構造評価小委員会、原子

力建築物維持管理小委員会の各活動計画について、10/25 付で事務局に提出したと
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の報告があった。 

 

〔各小委員会の本年度活動状況について〕 

◆ 梅木委員より、耐震構造評価小委員会について、年間スケジュール案の説明があ

り、次回は 2/21 に開催を予定しているとの紹介があった。 

◆ 梅木委員より、原子力建築物維持管理小委員会について、年間スケジュール案、

12/6 に開催された小委員会、11/27 に開催された地震後点検評価 WG および高経年

化評価 WG の状況報告があった。 

 

〔2014 年度大会パネルディスカッションについて〕 

◆ 梅木委員より、2014 年度大会パネルディスカッション企画書について、原子力建

築物維持管理小委員会発案のテーマにて、10/31 に事務局に提出したとの報告があ

った。 

◆ 梅木委員より、今後の PD 作業スケジュール（案）について説明があり、本案に従

って概ね進めていくことで了承された。 

 

〔その他〕 

◆ 原子力建築物維持管理小委員会について、委員の任期（1 期 2 年）満了に伴い、3

月で一旦全員解嘱となるが、4 月以降も現委員を再委嘱することで了承された。 

◆ 来年度の新設委員会委員の公募について、WG は原則公募しない方がよいとの意

見があり、定員が 15 名に達していない裕度評価検討 WG についても、公募は見送

ることで了承された。 

◆ 次回の原子力建築運営委員会は、2014/3/28（金）14:00～に開催する。 

 

以上 


